
万
葉
集
字
余
り
結
句
管
見

小

野

寛

一

　
佐
竹
昭
広
氏
「
万
葉
集
短
歌
字
余
考
」
（
「
文
学
」
昭
和
二
十
一
年
五
月
号
）
に
、
万
葉
集
に
お
け
る
短
歌
の
字
余
り
句
の
成
立
に
つ
い
て

三
つ
の
法
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
法
則
に
か
な
う
場
合
に
字
余
り
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
三
つ
の
法
則
の
ど
れ
に
も
当
て
は

ま
ら
な
い
の
に
字
余
り
に
な
っ
て
い
る
例
外
は
僅
か
二
・
二
％
だ
そ
う
で
あ
る
。
九
七
・
八
％
ま
で
守
ら
れ
る
法
則
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
字
余
り
に
そ
れ
だ
け
の
制
限
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

　
そ
う
し
た
制
限
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
字
余
り
句
の
中
で
も
特
に
字
余
り
結
句
が
一
首
の
中
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
か
、
つ

ま
り
い
か
に
評
価
す
べ
き
か
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
、
私
の
調
査
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
調
査
報
告
の
一
つ
で
あ

る
。　

ま
ず
結
旬
に
字
余
り
句
を
置
く
こ
と
の
効
果
に
言
及
し
た
先
学
の
諸
説
の
中
か
ら
二
、
三
抜
き
書
き
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
柿
本
人
麻

呂
の
歌
で
あ
る
。
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

　
敷
樗
の
袖
か
へ
し
君
玉
だ
れ
の
越
野
過
ぎ
ゆ
く
ま
た
も
あ
は
め
や
も
（
巻
二
二
九
五
）

島
木
赤
彦
（
「
万
葉
集
の
鑑
賞
及
び
其
批
評
」
）

　
　
「
又
逢
は
め
や
も
」
と
七
音
に
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
の
に
、
　
「
又
も
逢
は
め
や
も
」
と
「
も
」
の
感
歎
詞
を
入
れ
て
八
音
と
し

　
て
ゐ
る
の
も
、
斯
く
せ
ず
し
て
は
居
ら
れ
な
か
つ
た
人
麿
の
感
慨
を
想
ふ
べ
き
で
あ
つ
て
、
「
八
音
の
結
句
、
実
に
よ
く
一
首
の
声
調

　
の
重
き
を
受
け
、
且
（
結
び
得
て
ゐ
る
。

山
本
健
吉
（
「
万
葉
百
歌
」
）

　
　
結
句
「
ま
た
も
逢
は
め
や
喝
」
で
、
そ
の
か
廿
が
え
な
さ
の
感
情
を
再
確
認
し
て
い
る
よ
う
な
響
き
が
あ
る
。
だ
め
押
し
の
一
句

　
で
あ
り
、
字
余
り
も
ふ
さ
わ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
　
も

　
黄
葉
の
散
り
ゆ
く
な
へ
に
玉
梓
の
使
を
見
れ
ば
あ
ひ
し
ひ
お
も
ほ
ゆ
（
巻
二
・
二
〇
九
）

斎
藤
茂
吉
（
「
柿
本
人
麿
・
評
釈
篇
上
」
）

　
　
一
首
の
重
心
は
こ
の
場
合
は
大
体
こ
の
結
句
に
あ
る
と
謂
つ
て
い
い
。

五
味
智
英
（
「
古
代
和
歌
」
）

　
　
「
逢
ひ
し
日
念
ほ
ゆ
」
の
音
調
は
静
か
に
重
く
、
心
に
沁
み
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ら
　
　
　
し
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
と
も
し
び
の
明
石
大
門
に
入
ら
む
日
や
漕
ぎ
別
れ
な
む
い
へ
の
あ
た
り
み
ず
（
巻
三
・
二
五
四
）

斎
藤
茂
吉
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こ
の
止
め
な
ど
も
私
等
に
は
非
常
な
力
量
と
し
て
感
ぜ
ら
れ
る
。
…
…
据
わ
り
の
よ
い
も
の
で
あ
る
。

五
味
智
英

　
　
「
ら
む
」
「
な
む
」
の
響
、
　
「
や
」
の
包
む
感
慨
、
第
五
句
の
八
音
な
ど
が
相
侯
っ
て
、
旅
愁
が
細
々
と
せ
ず
大
き
な
振
幅
を
以

　
て
人
に
迫
る
。
沈
重
な
入
麻
呂
ら
し
い
味
の
あ
る
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

　
淡
海
の
海
夕
浪
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
心
も
し
の
に
い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ
（
巻
三
二
一
六
六
）

島
木
赤
彦

　
　
第
一
句
切
れ
．
第
二
句
切
れ
の
重
々
し
き
句
法
を
重
ね
て
、
そ
れ
を
第
五
句
八
音
の
字
余
り
句
を
以
て
結
ん
で
ゐ
る
た
め
に
、
頭

　
負
け
を
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
全
体
に
荘
重
の
心
持
が
現
れ
て
、
各
音
の
持
つ
哀
韻
（
［
首
全
体
の
音
調
が
イ
列
音
を
多
く
交
じ
え
て
い

　
る
た
め
自
か
ら
哀
韻
を
帯
び
る
と
い
う
1
筆
者
注
）
を
し
て
単
な
る
感
傷
に
終
ら
し
め
て
ゐ
な
い
。
　
（
中
略
）
入
麿
に
は
、
又
第
五
句
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
へ

　
音
字
余
り
が
多
い
。
こ
れ
も
人
麿
の
感
動
が
常
に
荘
重
に
働
く
か
ら
で
あ
っ
て
、
一
首
の
心
持
に
重
い
落
ち
着
き
と
、
が
つ
し
り
し

　
た
据
わ
り
を
生
ず
る
。
こ
の
歌
の
第
五
句
も
亦
さ
う
で
あ
る
。

五
味
智
英

　
　
末
句
の
八
音
は
音
の
量
の
み
な
ら
ず
、
幅
を
持
っ
た
ま
ま
沁
み
て
来
る
や
う
な
音
の
質
と
事
の
内
容
と
が
支
へ
合
つ
て
十
二
分
の

　
重
量
感
を
持
つ
。

山
本
健
吉

　
　
冒
頭
の
句
の
字
余
り
と
呼
応
し
て
、
結
向
も
4
4
の
字
余
り
で
、
ゆ
っ
た
り
と
歌
い
収
め
て
い
る
。
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青
木
生
子
（
「
万
葉
集
必
携
」
）

　
　
　
初
句
と
末
句
の
字
余
り
も
重
量
感
を
い
っ
そ
う
に
添
え
、
一
首
全
体
無
限
の
哀
愁
を
内
に
響
き
わ
た
ら
せ
て
い
る
。

　　

@　
i「W
海
の
海
…
：
」
の
島
木
赤
彦
、
山
本
健
吉
両
氏
及
び
五
味
智
英
先
生
の
説
は
、
万
葉
七
曜
会
編
『
論
集
上
代
文
学
』
第
一
冊
所
収
拙
稿
「
大
伴
家
持
短
歌
の
字
余
り
句
－
そ
の
結
句
に
お
い
て
　
　
」
に
も
引
用
し
た
。
重
複
し
て
い
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
ま
す
。
）

　
右
の
諸
説
を
ま
と
め
る
と
、
字
余
り
結
句
は
次
の
よ
う
な
効
果
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
八
音
字
余
り
句
は
そ
れ
自
体
「
重
い
」
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で

　
一
、
結
び
の
句
の
重
さ
が
、
一
首
全
体
を
も
重
く
す
る
。
つ
ま
り
一
首
全
体
に
重
量
感
を
与
え
る
。
そ
の
た
め
一
首
全
体
が
重
く
ひ
び

　
　
き
、
ま
た
心
に
沁
み
も
す
る
。

　
二
、
末
が
重
い
こ
と
が
、
ど
っ
し
り
と
し
た
す
わ
り
の
よ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
三
、
結
び
に
重
心
が
か
か
っ
て
、
一
首
の
声
調
の
重
さ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
全
体
に
そ
の
ひ
び
き
を
返
す
に
足
る
力
を
持
つ
。
・

　
字
余
り
結
句
に
つ
い
て
の
こ
の
評
価
は
正
し
い
だ
ろ
う
か
。
結
句
を
字
余
り
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
効
果
を
求
め
て
な

さ
れ
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
も
考
え
な
が
ら
、
万
葉
集
の
字
余
り
結
句
を
見
て
み
よ
う
。

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
万
葉
集
四
千
五
百
数
十
首
の
う
ち
、
結
句
に
字
余
り
句
を
置
く
も
の
が
全
部
で
何
首
あ
る
か
、
私
は
ま
だ
数
え
切
っ
て
い
な
い
。
訓
み

に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
な
の
で
、
そ
の
正
確
な
数
を
出
す
こ
と
は
大
変
む
ず
か
し
い
。

　
私
は
字
余
り
に
は
作
者
の
感
慨
の
質
‘
・
量
が
大
き
く
働
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
作
者
の
判
明
す
る
歌
だ
け
に
つ
い
て
こ
れ
を
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調
べ
る
こ
と
も
無
意
味
で
な
い
と
考
え
、
集
中
か
ら
代
表
歌
人
を
選
ん
で
そ
の
歌
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
私
の
選
ん
だ

代
表
歌
人
の
条
件
は
集
中
に
十
首
以
上
の
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
条
件
を
満
た
す
二
十
四
人
を
選
び
出
し
た
。

　
第
一
期
。
額
田
王
。
歌
数
1
2
、
長
歌
3
・
短
歌
9
。
重
出
歌
四
八
八
と
一
六
〇
六
は
一
首
と
数
え
た
。

　
第
二
期
。
柿
本
人
麻
呂
。
歌
数
9
1
、
長
歌
2
0
．
短
歌
7
1
。
一
本
云
の
二
三
五
イ
、
二
五
六
イ
を
含
む
。
巻
十
五
の
請
詠
歌
五
首
は
含
め

な
い
。

　
高
市
黒
人
。
歌
数
1
9
（
す
べ
て
短
歌
）
。
高
市
古
人
作
三
二
、
三
三
及
び
高
市
歌
一
七
一
八
を
含
む
。
ま
た
一
本
云
の
二
七
六
イ
を
含

む
。　

長
意
吉
麻
呂
。
歌
数
1
4
（
す
べ
て
短
歌
）
。

　
第
三
期
。
山
上
憶
良
。
歌
数
7
6
、
長
歌
1
1
・
短
歌
6
4
・
旋
頭
歌
1
。
或
云
憶
良
作
三
四
は
含
ま
ず
。
山
上
歌
一
七
一
六
及
び
志
賀
白
水

郎
歌
十
首
を
含
む
。

　
大
伴
旅
人
。
歌
数
7
1
、
長
歌
1
・
短
歌
7
0
。

　
笠
金
村
。
歌
数
4
5
、
長
歌
1
1
．
短
歌
3
4
。
金
村
歌
集
出
の
長
歌
3
・
短
歌
1
2
を
含
む
。
或
云
車
持
千
年
作
九
五
〇
～
九
五
三
は
両
者
へ

入
れ
る
。

　
山
部
赤
人
。
歌
数
5
0
、
長
歌
1
3
・
短
歌
3
7
。

　
高
橋
虫
麻
呂
。
歌
数
3
6
、
長
歌
1
5
・
短
歌
2
0
・
旋
頭
歌
1
。
九
七
一
、
九
七
二
の
み
「
虫
麻
呂
作
」
。
あ
と
の
三
十
四
首
は
虫
麻
呂
歌

中
。
歌
集
中
出
の
も
の
で
あ
る
。

　
車
持
千
年
。
歌
数
1
0
、
長
歌
2
・
短
歌
8
。
金
村
之
歌
中
出
、
或
云
千
年
作
と
あ
る
九
五
〇
～
九
五
三
を
含
む
。
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第
四
期
。
大
伴
坂
上
郎
女
。
歌
数
8
4
、
長
歌
6
・
短
歌
7
7
・
旋
頭
歌
1
。

　
湯
原
王
。
歌
数
1
9
（
す
べ
て
短
歌
）
。

　
笠
女
郎
。
歌
数
2
9
（
す
べ
て
短
歌
）
。

　
大
伴
駿
河
麻
呂
。
歌
数
1
1
（
す
べ
て
短
歌
）
。
六
五
五
の
結
句
は
定
訓
な
し
。

　
大
伴
家
持
。
歌
数
鵬
、
長
歌
4
6
・
短
歌
棚
・
旋
頭
歌
1
。
三
九
〇
一
～
三
九
〇
六
は
大
伴
書
持
作
と
す
る
。

　
大
伴
書
持
。
歌
数
1
2
（
す
ぺ
て
短
歌
）
。
三
九
〇
一
～
三
九
〇
六
を
含
む
。

　
聖
武
天
皇
。
歌
数
1
1
、
長
歌
1
・
短
歌
1
0
。
或
云
太
上
天
皇
御
製
（
元
正
）
の
九
七
三
、
九
七
四
、
一
〇
〇
九
を
含
む
。

　
大
伴
坂
上
大
嬢
。
歌
数
1
1
（
す
べ
て
短
歌
）
。

　
紀
女
郎
。
歌
数
1
2
（
す
べ
て
短
歌
）
。

　
田
辺
福
麻
呂
。
歌
数
4
4
、
長
歌
1
0
・
短
歌
3
4
。
巻
六
、
九
所
収
の
福
麻
呂
歌
集
出
を
含
む
。
四
〇
四
四
、
四
〇
四
五
は
家
持
作
と
す

る
。
四
〇
六
一
、
四
〇
六
二
は
除
く
。

　
大
伴
池
主
。
歌
数
2
8
、
長
歌
4
・
短
歌
2
4
。

　
中
臣
宅
守
。
歌
数
4
0
（
す
べ
て
短
歌
）
。

　
狭
野
弟
上
娘
子
。
歌
数
2
3
（
す
べ
て
短
歌
）
。

　
平
群
女
郎
。
歌
数
1
2
（
す
べ
て
短
歌
）
。

　
右
の
二
十
四
人
の
字
余
り
結
句
数
及
び
そ
の
使
用
率
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
括
弧
内
は
長
歌
及
び
旋
頭
歌
を
持
つ
歌
人
の
短
歌
の
み
に

っ
い
て
の
…
数
字
で
あ
る
。
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16　15　］4　13　12　11　10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

大
伴
坂
上
大
嬢

大
伴
坂
上
郎
女

長
意
吉
麻
呂

湯
原
王

柿
本
人
麻
呂

額
田
王

笠
金
村

高
橋
虫
麻
呂

山
部
赤
人

狭
野
弟
上
娘
子

聖
武
天
皇

大
伴
池
主

大
伴
家
持

大
伴
旅
人

大
伴
書
持

紀
女
郎

12　　12　　71　　473　　28

　　　　　　　　　　　　　ハ
　　　　　　　70　426　24
　　　　　　　）　　）　　）

11　　23　　50　　36　　45

（　　　　　　（　　（　　（
10　　　　　37　　20　　34

）　　　　　　）　　）　　）

12

A9
）

91　　19　　14　　84　　11

　　　　　　　　　　　　A

71　　　　　77
）　　　　　　　　　　　）

2　212845
　　　（　 （　 （
　　　1277　5
　　　）　 ）　 ）

2　5
A2
）

118103
（　 （　 （　 （
9　3　8　3
）　 ）　 ）　 ）

23　5　4
（17
）

25　4
（23

）

三
六
・
四
％

二
九
・
八
％
（
二
九
・
九
％
）

二
八
・
六
％

二
山
ハ
。
一
二
％

二
五
・
三
％
（
二
三
・
九
％
）

二
五
・
○
％
（
三
三
・
三
％
）

二
二
・
二
％
（
二
三
・
五
％
）

二
二
・
二
％
（
一
五
・
○
％
）

二
二
・
○
％
（
二
四
・
三
％
）

二
一
・
七
％

一
八
・
二
％
（
二
〇
・
○
％
）

一
七
・
九
％
（
二
〇
・
八
％
）

一
七
・
八
％
（
一
八
・
一
％
）

＝
ハ
・
九
％
（
一
七
・
二
％
）

一
六
・
七
％

一
六
・
七
％
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24　　23　　22　　21　　20　　19　　18　　17

中
臣
宅
守

田
辺
福
麻
呂

山
上
憶
良

高
市
黒
人

笠
女
郎

大
伴
駿
河
麻
呂

車
持
千
年

平
群
女
郎

12　　10　　11　　29　　19

　　　　
　　　　8

　　　）

76　44　40

A　　A
64　34
）　　）

5
5
（
3
）

8
（
5
）

23100

一
二
・
五
％

一
一
・
四
％
（
八
・
八
％
）

一
〇
・
五
％
（
七
・
八
％
）

一
〇
・
五
％

一
〇
・
三
％

九
・
一
％

○
・
○
彩

○
・
○
％

　
坂
上
大
嬢
・
坂
上
郎
女
・
意
吉
麻
呂
・
湯
原
王
・
人
麻
呂
・
額
田
王
の
上
位
六
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
四
分
の
一
以
上
が
字
余
り
結
句

を
持
つ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
憶
良
・
黒
人
・
笠
女
郎
・
駿
河
麻
呂
の
四
入
は
字
余
り
結
句
は
せ
い
ぜ
い
十
分
の
一
で
あ
っ
て
、
平
群
女
郎

と
車
持
千
年
は
全
く
な
い
。
以
上
の
如
く
六
人
ず
つ
上
と
下
が
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
第
一
期
か

ら
第
四
期
ま
で
の
歌
入
が
ま
じ
り
合
っ
て
並
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
平
均
値
は
、
歌
数
の
総
計
一
二
三
一
二
首
（
短
歌
の
み
一
〇
八
六
首
）
で
字
余
り
結
句
の
総
計
二
二
九
首
（
短
歌
の
み
二
〇
〇
首
）
と
な
り
、

一
八
・
六
％
（
短
歌
の
み
一
八
．
四
％
）
で
あ
る
。
こ
の
平
均
値
よ
り
や
や
上
に
、
金
村
・
虫
麻
呂
・
赤
人
ど
い
う
第
三
期
の
代
表
歌
入
が

か
た
ま
っ
て
並
び
、
同
じ
く
旅
人
が
ひ
と
り
平
均
値
よ
り
や
や
下
に
位
置
し
て
、
そ
の
前
後
を
第
四
期
の
歌
人
た
ち
が
と
り
囲
ん
で
い

る
。
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右
の
一
覧
か
ら
は
、
字
余
り
結
句
の
使
用
に
時
代
の
影
響
は
全
く
な
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
そ
こ
に
あ
る
の
は
作
家
ひ
と

り
び
と
り
の
個
人
的
性
格
の
み
と
考
え
ら
れ
る
。
人
麻
呂
と
黒
人
、
坂
上
郎
女
と
金
村
・
虫
麻
呂
・
赤
人
ら
と
旅
人
と
憶
良
、
坂
上
大
嬢

と
平
群
女
郎
l
l
こ
こ
に
は
個
人
差
し
か
あ
り
え
な
い
。

三

　
字
余
り
句
は
必
ず
中
に
ア
イ
ウ
オ
の
音
の
あ
る
句
に
限
っ
て
い
る
と
言
っ
た
の
は
本
居
宣
長
で
あ
る
が
、
佐
竹
昭
広
氏
は
前
掲
論
文
に

お
い
て
、
万
葉
集
短
歌
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
字
余
り
句
の
八
九
％
ま
で
は
宣
長
の
言
う
通
り
句
中
に
単
独
の
母
音
音
節
を

含
む
も
の
だ
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
万
葉
集
短
歌
字
余
り
句
成
立
の
た
め
の
第
一
則
と
さ
れ
た
。

　
坂
上
大
嬢
の
字
余
り
結
句
四
例
は
そ
の
第
一
則
に
か
な
う
も
の
で
、
四
例
と
も
句
中
に
母
音
音
節
を
含
ん
で
い
る
。
以
下
「
母
音
音

節
」
と
は
ア
イ
ゥ
オ
の
四
音
を
い
う
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
た
ぐ
ひ
あ
ら
め
　
や
　
も

　
　
比
有
目
八
方
（
五
八
二
）

　
　
き
み
に
も
あ
る
か
も

　
　
君
毛
有
鴨
（
五
八
四
）

　
　
の
ち
も
　
あ
は
む
ぎ
み

　
　
後
毛
将
レ
会
君
（
七
三
七
）

　
　
し
ぬ
ぺ
ぎ
お
も
へ
ば

　
　
可
レ
死
念
者
（
七
三
八
）
「
し
ぬ
ぺ
宝
も
へ
ば
」
と
、
。
訓
む
（
大
系
本
）

　
こ
こ
に
用
い
ら
れ
た
母
音
音
節
で
始
ま
る
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
あ
り
　
　
　
　
2

　
　
あ
ふ
　
　
　
ー
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お
も
ふ
　
　
ー

　
こ
の
三
語
を
結
句
に
詠
み
込
ん
だ
た
め
に
、
字
余
り
が
許
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
坂
上
郎
女
の
字
余
り
結
句
二
十
五
例
は
、
二
十
四
例
が
同
じ
く
第
一
則
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
母
音
音
節
で

始
ま
る
語
を
整
理
し
て
掲
げ
る
と
、
，
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
し
る
し
あ
ら
め
や
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
に
も
あ
ら
ぬ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
げ
き
き
み
に
　
あ
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
　
も
　
い
か
に
あ
ら
　
　
め

　
　
あ
り
　
　
　
9
　
　
験
将
有
八
方
（
四
一
〇
）
、
年
爾
母
有
梗
（
五
二
五
）
、
繁
君
爾
阿
礼
（
六
四
七
）
、
奥
裳
何
如
荒
海
藻
（
六
五
九
）
、

　
　
　
　
蕊
籔
誰
（
六
六
六
）
、
灘
欝
穣
（
六
六
七
）
・
騨
麟
鷲
か
（
⊥
ハ
七
三
）
・
眺
赫
離
瓦
士
戸
（
六
七
四
）
・
墜
藍

　
　
　
　
を

　
　
　
　
雄
（
七
二
山
ハ
）

　
　
あ
ふ
　
4
謙
葎
齢
（
三
七
九
）
、
蛮
襲
檬
三
八
〇
）
・
藤
諜
．
（
五
六
三
）
・
葎
楡
隷
（
九
九
三
）

　
　
お
も
ふ
3
霧
諜
謎
資
五
二
八
）
、
蟹
簾
都
（
六
六
一
）
・
議
離
（
一
五
九
二
）

　
　
い
ふ
　
3
バ
「
あ
り
」
と
重
生
）
嚢
菰
雅
（
五
二
七
）
、
塑
鷺
跡
瓦
±
凡
（
六
七
四
）
・
弐
聾
量
暮
（
六
八

　
　
　
　
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ひ
ば
　
い
か
　
に
　
せ
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
も
　
い
か
に
あ
ら
　
　
め

　
　
、
、
こ
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
奥
裳
何
如
荒
海
藻
（
六
五
九
）

、
，
刀
占

あ
ふ
（
堪
）

あ
（
吾
）

あ
は
れ

い
た
る

い
ぬ
（
去
）

1
1　1　1　1

け
だ
し
あ
へ
む
か
も

気
太
志
安
倍
牟
可
母
（
圏

お
も
い
そ
あ
が
せ
し

思
曽
吾
勢
思
（
一
六
二
〇
）

あ
が
　
こ
　
は
　
も
　
あ
は
れ

吾
児
羽
裳
何
怜
（
七
六
一
）

い
へ
に
い
た
る
ま
　
で

及
家
左
右
（
九
七
九
）

た
ち
て
　
い
ぬ
べ
し
や

立
而
可
去
哉
（
五
八
五
）

一
二
〇
）
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「
あ
り
」
が
最
も
多
く
、
「
あ
ふ
」
「
お
も
ふ
」
と
続
く
と
こ
ろ
、
、
坂
上
大
嬢
と
そ
の
母
坂
上
郎
女
と
は
全
く
同
じ
使
用
傾
向
を
示

し
て
い
る
。

　
意
吉
麻
呂
の
字
余
り
結
句
四
例
も
ま
た
全
部
、
第
｝
則
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
含
ま
れ
て
い
る
母
音
音
節
で
始
ま
る
語
は
次
の

通
り
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
へ
も
あ
ら
な
く
に
　
　
　
　
　
　
　
う
　
も
の
は
　
に
あ
ら
し

　
　
あ
り
　
　
　
2
　
　
家
裳
不
有
国
（
二
六
五
）
、
宇
毛
乃
葉
爾
有
之
（
三
八
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ

　
　
お
も
ふ
　
　
1
　
　
古
所
念
（
一
四
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
つ
ね
に
あ
む
さ
む

　
　
あ
む
す
（
浴
）
1
　
　
狐
爾
安
牟
佐
武
（
三
八
二
四
）

　
こ
れ
も
坂
上
大
嬢
・
坂
上
郎
女
の
傾
向
に
似
て
い
る
。

　
湯
原
王
の
字
余
り
結
句
五
例
も
ま
た
全
部
、
第
一
則
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
合
ま
れ
て
い
る
母
音
音
節
で
始
ま
る
語
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
さ
く
お
も
へ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
を
こ
そ
お
も
へ

　
　
お
も
ふ
2
令
還
念
者
（
六
一
三
）
、
珠
社
所
念
（
六
三
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
た
ま
へ
あ
が
ぎ
み
　
　
　
　
　
　
　

め
づ
ら
し
あ
が
ぎ
み

　
　
あ
（
吾
）
　
2
　
見
賜
吾
君
（
三
七
六
）
、
目
頬
四
吾
君
（
三
七
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も
を
　
い
か
に
　
せ
む

　
　
い
か
に
　
　
1
　
　
妹
乎
奈
何
責
（
六
三
二
）

　
先
の
三
人
に
お
い
て
常
に
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
た
「
あ
り
」
が
湯
原
王
に
は
一
例
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
人
麻
呂
の
字
余
り
結
句
二
十
三
例
も
ま
た
全
部
、
第
一
則
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
含
ま
れ
て
い
る
母
音
音
節
で
始
ま
る
語
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
へ
お
も
ひ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
へ
お
も
ふ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ひ
し
ひ
お
も
ほ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
え
な
く
お
も
へ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ

　
　
お
も
ふ
　
　
7
　
　
古
昔
念
而
（
四
五
）
、
古
部
念
爾
（
四
六
）
、
相
日
所
念
（
二
〇
九
）
、
不
見
思
者
（
二
一
〇
）
、
古
所
念
（
二
六
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代
表
歌
人
二
十
四
人
の
字
余
り
結
句
全
体
に
つ
い
て
は
、

る
母
音
音
節
で
始
ま
る
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
か
み
よ
し
お
も
ほ
ゆ
　
　
　
　
　
わ
す
れ
て
お
も
へ
や

　
　
六
）
、
神
代
之
所
念
（
三
〇
四
）
、
忘
而
念
哉
（
五
〇
二
）

あ
り
　
4
難
響
禁
思
（
一
九
七
）
・
親
郁
肇
（
死
九
）
、
堆
羅
（
二
二
三
）
、
嬬
職
蒙
（
四
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
も
　
あ
は
め
　
や
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
も
　
あ
は
め
　
や
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
に
あ
は
ぬ
か
も

あ
ふ
　
　
　
3
　
　
亦
母
相
目
八
毛
（
一
一
二
）
、
亦
毛
将
相
八
方
（
一
九
五
）
、
直
不
相
鴨
（
四
九
六
）

あ
く
（
飽
）
3
見
欝
諜
齢
（
三
六
）
・
職
恥
諜
欝
（
四
九
九
）
、
覧
轡
罫
（
毛
＝
）

あ
た
り
3
磐
警
驚
（
≡
七
）
、
暴
韮
驚
（
二
五
四
）
、
諜
甕
鄙
（
二
五
五
イ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
に
て
い
ま
せ
ぱ

い
ま
す
　
　
1
　
　
灰
而
座
者
（
二
＝
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
の
う
へ
ゆ
　
み
　
ゆ

う
へ
　
　
　
1
　
　
浪
上
従
所
見
（
二
五
六
イ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
お
　
ほ
　
　
ぎ
　
み
　
か
　
も

お
ほ
き
み
　
1
　
　
吾
於
富
吉
美
可
聞
（
二
三
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
二
二
九
句
中
第
一
則
に
か
な
う
も
の
が
二
二
五
句
、
そ
の
含
ま
れ
て
い

あ
り

お
も
ふ

あ
ふ

あ
く
（
飽
）

あ
・
あ
れ
（
五
口
）

い
ふ

お
ほ
し
（
多
）

5 9 9 16　　20　　53　　69
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そ
の
他
（
各
4
例
以
下
の
も
の
）
　
4
5

　
字
余
り
結
句
は
「
あ
り
」
系
の
句
と
「
お
も
ふ
」
系
の
句
が
主
流
を
な
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
は
二
十

四
人
の
合
計
で
は
ほ
ぼ
近
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
が
平
均
値
で
あ
る
。

　
こ
の
、
　
「
あ
り
」
対
「
お
も
ふ
」
が
6
9
対
5
3
と
い
う
平
均
値
に
対
し
て
、
人
麻
呂
は
4
対
7
と
そ
の
比
率
を
大
き
く
逆
転
さ
せ
、
　
「
お

も
ふ
」
系
の
語
を
最
も
多
く
用
い
て
字
余
り
結
句
を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
坂
上
郎
女
は
、
　
「
あ
り
」
系
の
語
を
平
均
値
よ
り
遙

か
に
多
く
、
他
の
語
に
抜
き
ん
出
て
多
く
用
い
て
字
余
り
結
句
を
作
る
の
で
あ
る
。
人
麻
呂
と
坂
上
郎
女
と
の
違
い
を
こ
こ
に
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
人
麻
呂
は
「
い
に
し
へ
」
を
思
い
、
遠
く
「
神
代
」
を
思
い
、
今
は
亡
き
妻
と
「
逢
ひ
し
日
」
を
思
う
、
過
去
を
「
お
も
ふ
」
歌
人
で

あ
り
、
坂
上
郎
女
は
現
在
「
あ
る
」
こ
と
を
う
た
う
現
実
派
の
歌
人
で
は
な
い
の
か
。

　
人
麻
呂
の
系
列
に
属
す
る
「
お
も
ふ
」
歌
人
は
、
赤
人
で
あ
る
。

　
赤
人
は
字
余
り
結
句
十
一
例
中
「
お
も
ふ
」
系
の
語
を
用
い
た
も
の
が
実
に
六
例
で
あ
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
へ
お
も
へ
ば
　
　
　
　
　

や
ま
と
し
お
も
ほ
ゆ
　
　
　
　
　

ま
か
む
と
そ
お
も
ふ
　
　
　
　
　

て
こ
な
し
お
も
ほ
ゆ
　
　
　
　
　
　
い
へ

　
　
お
も
ふ
　
　
6
　
　
古
思
者
（
三
二
四
）
、
日
本
師
所
念
（
三
五
九
）
、
将
蒔
登
曽
念
（
三
八
四
）
、
手
児
名
志
所
念
（
四
三
三
）
、
家

　
　
　
　
お
も
は
ざ
　
ら
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
す
れ
て
お
も
は
む

　
　
　
　
不
念
有
六
（
九
四
三
）
、
忘
而
将
念
（
九
四
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ひ
　
に
　
あ
ら
な
　
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
わ
き
　
て
　
あ
り
み
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ね
　
に
　
し
　
あ
る
ら
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
む
と
ぎ
も
　
あ
ら
め

　
　
あ
り
　
　
　
4
　
　
孤
悲
爾
不
有
国
（
三
二
五
）
、
散
動
而
有
所
見
（
九
二
七
）
、
船
二
四
有
良
信
（
九
三
四
）
、
止
時
裳
有
目
（
一
〇

　
　
　
　
〇
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
く
さ
お
ひ
に
け
り

　
　
お
ふ
（
生
）
－
　
　
水
艸
早
生
家
里
（
三
七
八
）

　
坂
上
郎
女
の
系
列
に
な
る
「
あ
り
」
系
の
語
を
多
く
用
い
る
歌
人
は
、
旅
人
と
憶
良
と
金
村
で
あ
る
。
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旅
人
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ち
に
あ
ら
ぬ
か
も
　
　
ふ
ち
に
し
あ
り
こ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
む
へ
く
あ
る
　
ら
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
け
に
し
あ
る
　
ら
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
け
に
し
あ
る
ら
　
し

　
あ
り
　
　
　
9
　
　
淵
有
毛
（
（
淵
有
乞
）
）
（
三
三
五
）
、
可
飲
有
良
師
（
三
三
八
）
、
酒
西
有
良
師
（
三
四
〇
）
、
酒
西
有
良
之
（
三
四

　
　
　
　
　
た
の
し
く
を
あ
ら
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
く
ひ
ど
あ
ら
め
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
に
し
あ
る
　
ら
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
と
　
に
　
し
　
あ
　
る
　
べ
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ら

　
　
　
二
）
、
楽
乎
有
名
（
三
四
九
）
、
纒
人
将
有
哉
（
四
三
八
）
、
方
西
有
良
思
（
五
七
四
）
、
許
等
爾
之
安
流
倍
志
（
八
二
）
、
阿
良

　
　
　
は
　
さ
　
ず
　
あ
　
ワ
　
き

　
　
　
波
佐
受
阿
利
吉
（
八
五
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
な
じ
と
　
そ
お
も
ふ

　
お
も
ふ
　
　
1
　
　
同
登
曽
念
（
九
五
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
け
に
う
か
へ
こ
そ

　
う
か
ぶ
　
　
1
　
　
左
気
爾
干
可
倍
許
曽
（
八
五
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
ひ
し
モ
お
ほ
ぎ

　
お
ほ
し
　
　
1
　
　
鳴
日
四
曽
多
寸
（
一
四
七
三
）

憶
良
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

あ
り
　
5
斯
融
漁
陣
慧
⑳
（
八
〇
〇
）
、
島
璽
豫
穐
勢
（
八
九
三
）
・
謙
節
匙
勢
登
鉢
（
一
五
二
〇
）
・
梯
勢

　
　
　
ら
　
ね
　
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ぶ
し
く
も
あ
る
か

　
　
　
良
禰
波
（
一
五
二
五
）
、
不
楽
有
哉
（
三
八
六
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
へ
ざ
か
り
い
ま
す
　
　
　
　
　

ぎ
み
い
ま
さ
ず
し
て

　
い
ま
す
　
　
2
　
　
伊
弊
社
可
利
伊
摩
須
（
七
九
四
）
、
吉
美
伊
麻
佐
受
斯
昼
（
八
七
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
ぎ
あ
は
め
　
や
　
　
も

　
あ
ふ
　
　
　
1
　
　
潜
将
相
八
方
（
三
八
六
九
）

金
村
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ
に
　
あ
ら
な
　
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ
に
　
あ
ら
な
　
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
こ
く
あ
れ
ど
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
び
に
は
　
あ
　
れ
　
ど
　
も

　
あ
り
　
　
　
4
　
　
久
爾
有
勿
国
（
こ
三
二
）
、
久
爾
有
名
国
（
二
一
二
四
）
、
恐
有
等
毛
（
九
二
〇
）
、
旅
者
安
礼
十
方
（
九
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
れ
ど
　
あ
か
　
ぬ
　
か
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
れ
ど
　
あ
か
ぬ
　
か
も

　
あ
く
（
飽
）
2
　
　
雛
見
不
飽
香
聞
（
九
〇
九
）
、
雛
見
不
飽
鴨
（
九
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ば
な
し
お
も
ほ
ゆ

　
お
も
ふ
　
　
1
　
　
尾
花
之
所
念
（
一
五
三
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に

　
あ
ふ
　
　
　
　
1
　
　
直
三
相
左
右
二
（
一
七
八
九
）
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ぎ
く
と
　
い
ふ
も
の
そ

　
　
い
ふ
　
　
　
1
　
　
聞
跡
云
物
曽
（
三
六
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ち
の
お
と
ぎ
こ
ゆ

　
　
お
と
（
音
）
1
　
　
梶
音
所
聞
（
九
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
赤
人
は
人
麻
呂
と
同
じ
く
「
い
に
し
へ
」
を
思
い
、
伝
説
の
美
女
「
手
児
名
」
を
思
い
、
ま
た
旅
先
に
あ
っ
て
遠
く
離
れ
た
「
や
ま

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

と
」
を
思
う
。
も
ち
ろ
ん
思
う
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
現
実
の
事
柄
を
思
っ
た
り
も
す
る
の
だ
が
、
こ
う
い
う
思
い
方
は
右
に
見
る
如

く
旅
人
・
憶
良
・
金
村
に
は
な
い
。
明
ら
か
に
赤
人
は
同
時
代
の
こ
れ
ら
の
歌
人
た
ち
と
は
異
な
る
歌
風
を
持
ち
、
人
麻
呂
と
同
じ
系
列

に
立
つ
の
で
あ
る
。

　
旅
人
・
憶
良
・
金
村
の
う
ち
、
最
も
極
端
に
「
あ
り
」
系
の
結
句
に
片
寄
っ
て
い
る
の
は
旅
人
で
あ
る
。
そ
の
片
寄
り
の
度
合
は
、
各

人
の
全
字
余
り
結
句
数
に
対
す
る
「
あ
り
」
系
結
句
の
比
率
が
、
旅
人
は
七
五
％
、
憶
良
は
六
二
・
五
％
、
金
村
は
四
〇
％
で
あ
る
こ
と

で
示
さ
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
坂
上
郎
女
は
「
あ
り
」
系
結
句
の
数
こ
そ
多
い
が
、
右
の
比
率
は
三
六
％
で
あ
る
。
旅
人
こ
そ
は
現
在
「
あ

る
」
こ
と
を
う
た
う
現
実
派
の
代
表
的
歌
人
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
字
余
り
結
句
を
見
た
限
り
の
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
言
い
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
一
つ
の
大
き
な
傍
証
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　

憶
良
も
ま
た
「
お
も
ふ
」
系
の
結
句
が
一
つ
も
な
く
、
　
「
あ
り
」
系
の
結
句
に
片
寄
っ
て
お
り
、
人
生
詩
人
と
言
わ
れ
る
通
り
、
現
実

に
生
き
る
こ
の
現
世
を
見
つ
め
て
い
た
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
家
持
は
、
そ
の
字
余
り
結
句
八
十
四
例
の
う
ち
第
一
則
に
か
な
う
も
の
は
八
十
三
例
で
あ
る
。
そ
の
母
音
音
節
で
始
ま
る
語
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
　
あ
り
　
a
箏
謡
麟
（
四
・
三
）
・
懸
驚
（
山
ハ
ニ
）
愈
養
％
嚢
・
（
圭
七
）
、
飛
馨
舞
髭
（
七
二
・
）
、
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葺
塁
私
鑑
（
七
二
七
）
、
響
差
霧
（
七
八
・
）
、
礁
葎
宗
（
一
五
δ
）
・
諦
隷
裳
（
一
尭
一
）
・

　　

ｳ
書
寒
鰍
三
空
九
）
、
難
要
謙
髪
三
九
八
四
）
、
鍵
難
婁
認
（
四
。
三
七
）
・
暴
灘
思
罫

　
　
盈
（
四
・
八
二
）
、
寒
毒
鉾
（
四
・
九
四
イ
・
四
・
九
五
・
）
、
諏
塁
勢
蓉
（
四
一
。
五
）
惑
審
裟
艶
昨

　
　
饗
四
δ
七
）
、
舞
裁
勢
懲
（
四
＝
三
）
、
葎
肇
影
稼
（
四
一
三
ハ
）
・
灘
醜
祝
（
四
一
七
四
）
・
器

　
　
る
ひ
あ
ら
め
や
　
　
　
　
　
　
な
が
く
は
あ
り
け
り

　
　
々
日
安
良
米
也
（
四
一
七
五
）
、
奈
我
久
波
安
利
家
里
（
四
四
八
四
）

お
も
ふ
P
震
響
（
六
九
二
）
、
襲
鵬
塁
（
七
二
二
）
、
脅
鋸
灘
（
七
七
。
）
・
饗
欝
（
δ
四
一
二
）
・
讐
碗

　
　
轡
一
五
六
七
）
、
雛
議
鎌
（
ニ
ハ
三
二
）
、
轟
寡
雑
籔
（
三
九
六
三
）
・
静
璽
齢
雑
齢
（
三
九
八
六
）
・
秘

　
　
響
影
潔
禦
四
・
二
・
）
、
磯
讐
嬢
騨
（
四
・
二
七
）
・
柑
鴛
轟
ぞ
轡
（
四
・
四
八
）
・
和
嚢
諏
瀞

　
　
警
四
・
五
五
）
、
藩
犠
（
璽
四
二
）
、
襲
磯
（
四
一
九
一
）
・
墾
蒙
（
四
二
一
五
）
・
塁
肇
襲
（
四
二
八

　
　
一
）
、
峯
慧
鍮
簿
（
四
二
九
二
）
、
癒
舞
馨
齢
（
四
三
六
二
）
・
如
鰍
歎
施
灘
吟
四
三
九
九
）

あ
・
あ
れ
（
吾
）
7
繋
蔀
識
（
七
一
四
）
、
驚
葎
謝
（
七
四
八
）
・
禦
難
瞥
七
八
八
）
臨
瞭
難
む
（
一
杢

　
　
九
）
、
欝
隷
巽
（
四
＝
ハ
九
）
、
議
蔀
灘
（
四
一
九
八
）
・
聡
詠
灘
瀞
（
四
㎜
九
九
）

あ
く
（
飽
）
6
讐
謡
隙
（
＝
ハ
ニ
五
）
、
幕
難
轟
詠
三
九
三
ハ
）
療
如
灘
紫
四
一
六
六
）
・
灘
樂

　
　
ず
　
　
　
　
　

み
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も
　
　
　
　
　

み
札
ど
あ
か
ぬ
か
も

　
　
足
（
四
一
七
六
）
、
美
礼
仔
安
可
奴
香
母
（
四
四
五
一
）
、
美
礼
仔
安
賀
奴
香
母
（
四
四
五
三
）
、

あ
ふ
　
5
凝
懸
（
七
八
三
）
、
響
藩
暮
（
七
八
五
）
・
婁
蓼
婆
諜
（
四
。
西
）
・
鉱
難
泌
蓼

　
　
か
（
四
三
〇
六
）
、
か
塾
肇
泓
無
舞
（
四
四
六
九
）

い
ふ
　
3
奨
蘇
奪
（
七
四
四
）
、
璽
魏
雛
（
一
六
二
九
）
・
塾
紮
奪
仇
布
（
四
四
九
四
）
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み
ど
り
こ
を
お
ぎ
て
　
　
　
　
　
　
せ
ぎ
も
お
か
ま
し
を
　
　
　
　
　
　
あ
ぎ
の
つ
ゆ
お
け
り

　
　
お
く
　
　
　
3
　
　
若
子
乎
置
而
（
四
六
七
）
、
塞
毛
置
末
思
乎
（
四
六
八
）
、
秋
露
置
有
（
一
五
九
七
）

　
　
お
ほ
し
（
多
）
3
　
蜘
極
溌
姫
施
儲
豹
恥
（
三
九
九
九
）
、
祭
齢
於
健
健
（
二
云
嘆
晒
断
欝
璽
。
）
）
（
四
＝
ハ
ニ
）
・
雁
櫛
帥
煮
側

　
　
　
　
み

　
　
　
　
美
（
四
一
六
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぎ
て
い
か
ば
を
し
　
　
　
　
　

お
き
て
い
か
ば
を
し

　
　
い
く
　
　
　
2
　
　
於
吉
氏
伊
加
婆
乎
思
（
三
九
九
〇
）
、
於
伎
豆
伊
加
婆
乎
思
（
四
〇
〇
六
）

　
　
そ
の
他
一
例
も
の
　
　
計
1
4

　
家
持
は
「
あ
り
」
系
の
結
句
が
「
お
も
ふ
」
系
の
結
句
よ
り
僅
か
ば
か
り
多
い
と
い
う
前
掲
の
平
均
値
に
ぴ
っ
た
り
の
数
値
を
示
し
、

そ
の
い
ず
れ
に
も
片
寄
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
を
作
歌
年
次
に
従
っ
て
眺
め
て
み
る
と
、
い
さ
さ
か
の
片
寄
り
が
現
わ
れ
て
く
る
。

時
期
区
分

1∬皿W

歌
　
　
数

15713510378

字
余
結
句
数
　
　
「
あ
　
り
」

「
お
も
ふ
」

3325179

9921

6652

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
期
区
分
－
青
春
習
作
期
（
越
中
赴
任
以
前
。
巻
三
・
四
・
六
・
八
・
十
五
・
十
七
9
2
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
∬
越
中
習
練
期
（
越
中
赴
任
後
、
天
平
勝
宝
二
年
二
月
ま
で
。
巻
十
七
．
十
八
所
収
）

　
　
　
　
皿
歌
境
確
立
期
（
天
平
勝
宝
二
年
三
月
か
ら
同
五
年
二
月
ま
で
。
巻
十
九
所
収
）

　
　
　
　
W
宴
席
歌
詠
期
（
天
平
勝
宝
五
年
八
月
か
ら
天
平
宝
字
三
年
正
月
ま
で
。
巻
二
十
所
収
）
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家
持
の
作
歌
時
期
区
分
を
、
私
は
右
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
右
表
に
見
る
如
く
、
習
作
期
お
よ
び
習
練
期
に
お

い
て
は
共
に
9
－
6
と
「
あ
り
」
系
の
語
が
や
や
優
勢
で
あ
る
が
、
平
均
値
に
近
い
特
徴
の
な
い
数
値
を
示
し
、
次
の
歌
境
確
立
期
に
至

っ
て
そ
の
傾
向
が
が
ら
り
と
変
わ
る
。
こ
こ
で
は
2
1
5
と
「
あ
り
」
系
の
語
が
激
減
し
て
「
お
も
ふ
」
系
の
語
が
浮
か
び
上
が
る
。
宴

席
歌
詠
期
で
は
歌
数
は
七
十
八
首
も
あ
り
な
が
ら
、
1
1
2
と
さ
え
な
い
数
値
を
示
し
、
　
「
あ
り
」
系
で
も
な
け
れ
ば
「
お
も
ふ
」
系
で

も
な
い
の
は
家
持
の
詩
泉
の
枯
れ
果
て
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
ど
れ
も
こ
れ
も
家
持
の
、
そ
の
時
期
の
家
持
の
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
な
の
だ
が
、
彼
の
歌
人
と
し
て
最
も
確
か
な
時
期
で
あ
る
右
の
第

三
期
に
は
結
句
に
「
お
も
ふ
」
系
の
語
の
比
率
が
高
い
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
家
持
を
こ
の
時
期
だ
け
で
見
る
と
、
人
麻

呂
．
赤
入
の
系
列
に
立
つ
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
　
（
た
だ
し
「
お
も
ふ
」
の
対
象
あ
る
い
は
そ
の
仕
様
は
人
麻
呂
1
赤
人
ー
家
持
と
変
わ
っ
て
い

る
）
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四

　
沢
潟
博
士
「
万
葉
集
注
釈
」
巻
二
の
三
十
八
ペ
ー
ジ
に
「
木
下
正
俊
君
の
調
に
よ
る
と
、
結
句
に
ア
行
音
を
中
間
に
含
む
七
音
句
は
極

め
て
少
く
、
そ
の
場
合
は
大
抵
八
音
句
に
な
る
の
が
例
だ
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
尊
重
す
べ
き
も
の
だ
と
私
は
考
へ
る
。
」
と

あ
る
。
木
下
氏
の
こ
の
調
査
と
は
「
準
不
足
音
句
考
」
（
「
万
葉
」
第
二
十
六
号
、
昭
和
3
3
・
1
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
、
中
西
進
氏
か
ら
御

教
示
い
た
だ
い
た
。

　
木
下
氏
は
こ
の
論
文
で
、
句
中
に
単
母
音
音
節
を
含
む
も
の
は
字
足
ら
ず
に
準
ず
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
が
当
時
の
入
々
に
は
思
い
の
外

不
安
定
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
、
特
に
結
句
に
は
字
足
ら
ず
が
一
つ
も
な
い
こ
と
か
ら
も
結
句
は
「
音
数
的
に



安
定
を
要
求
さ
れ
る
詩
的
言
語
と
し
て
の
制
約
を
負
う
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
L
と
し
て
、
　
「
新
校
万
葉
集
」
に
よ
っ
て
結
句
の
「
準
不

足
音
句
」
八
十
六
例
を
上
げ
、
そ
れ
ら
を
母
音
を
含
ま
ぬ
定
数
音
句
か
母
音
を
含
め
た
字
余
り
句
に
で
き
る
限
り
改
訓
す
る
こ
と
を
試

み
、
確
実
に
改
訓
さ
れ
る
べ
き
四
十
五
例
を
示
さ
れ
た
。

　
本
稿
の
、
代
表
歌
入
に
よ
る
字
余
り
結
句
の
調
査
は
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
・
沢
潟
注
釈
・
塙
書
房
本
の
三
本
の
訓
に
よ
っ
て

い
る
。
三
本
の
い
ず
れ
か
一
本
で
も
字
余
り
に
訓
じ
て
い
る
も
の
は
字
余
り
句
と
し
て
採
っ
た
し
、
中
で
も
最
も
字
余
り
結
句
に
訓
む
こ

と
の
多
い
塙
本
に
は
佐
竹
氏
．
木
下
氏
が
加
わ
っ
て
お
ら
れ
る
た
め
右
に
記
さ
れ
て
あ
る
改
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
、
勢
い
訓
み
う

る
限
り
の
字
余
り
結
句
を
集
計
し
た
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

　
代
表
歌
人
二
十
四
人
の
歌
の
総
計
一
二
一
三
二
首
か
ら
字
余
り
結
句
を
持
つ
歌
二
二
九
首
を
差
引
い
た
残
り
一
〇
〇
四
首
の
中
に
、
単
独

の
母
音
音
節
を
含
む
結
句
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
母
音
音
節
を
句
中
に
含
み
な
が
ら
七
音
句
に
な
っ
て
い
る
結
句
を
調

ぺ
て
み
る
。

　
代
表
歌
入
二
十
四
人
の
歌
に
つ
い
て
は
次
の
七
例
で
あ
る
。
歌
番
号
の
右
肩
に
△
印
を
付
し
た
の
は
長
歌
の
結
句
で
あ
り
、
短
歌
の
場

合
は
五
例
で
あ
る
。

　
　
み
や
し
ぎ
い
ま
す

　
　
宮
敷
座
（
二
三
五
イ
、
人
麻
呂
）

　
　
な
　
ぎ
　
の
　
あ
つ
も
の

　
　
水
葱
乃
煮
物
（
三
八
二
九
、
意
吉
麻
呂
）

　
　
や
　
　
す
　
い
　
し
　
な
　
さ
　
　
ぬ

　
　
夜
周
伊
斯
奈
佐
農
（
△
八
〇
二
、
憶
良
）

　
　
は
た
あ
は
ざ
　
ら
　
む

　
　
当
不
相
将
有
（
九
五
三
、
金
村
・
千
年
）

　
　
わ
れ
も
　
お
も
は
む

　
　
吾
毛
将
思
（
五
八
七
、
笠
女
郎
）
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お
も
ほ
ゆ
る
い
も

　
　
所
念
妹
（
六
九
一
、
家
持
）

　
　
つ
　
げ
　
な
　
く
　
も
　
う
　
し

　
　
追
気
奈
久
毛
宇
之
（
△
四
二
〇
七
、
家
持
）

　
今
、
二
二
九
例
の
字
余
り
結
句
を
認
め
る
な
ら
ば
、
句
中
に
母
音
音
節
を
含
ん
で
成
る
も
の
は
二
二
五
例
で
、
句
中
に
母
音
音
節
を
含

む
結
句
は
九
七
％
が
字
余
り
句
と
な
り
、
三
％
が
七
音
句
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
三
％
と
い
え
ば
、
例
外
と
し
て
切
り
捨
て
て
し
ま
っ
て

も
い
い
数
字
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
句
中
に
母
音
音
節
を
含
む
結
句
は
全
部
字
余
り
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
言
え
そ
う
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
仮
説
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
「
九
七
％
」
の
確
か
さ
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
字
余
り
に
訓
ん
だ
一
＝
一
五
例

の
「
訓
」
の
確
か
さ
を
調
ぺ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
応
急
処
置
と
し
て
、
大
系
本
・
沢
潟
注
釈
・
塙
本
の
三
本
の
訓
が
】
致
し
た
も
の
は
よ
し
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
一
本
で
も

七
音
訓
み
を
し
て
い
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
そ
れ
を
整
理
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
、
音
韻
上
の
操
作
に
よ
る
も
の

　
　
ω
語
頭
の
母
音
を
脱
落
さ
せ
る
。

　
　
と
、
さ
ー
↓
と
・
ゐ
　
（
六
二
四
、
七
四
四
）

　
　
い
ま
す
ー
↓
ま
す
　
　
（
二
＝
二
）

　
　
・
り
へ
（
上
）
ー
↓
へ
　
（
一
〇
三
五
）

　
　
お
と
（
音
）
ー
↓
と
　
（
九
三
〇
）

　
　
お
も
、
か
ー
↓
も
、
か
　
　
（
六
三
一
、
六
四
四
、
六
六
一
、
六
九
二
、
七
二
二
、
七
三
八
、
七
七
〇
、
　
一
〇
四
三
、
一
六
六
一
、
四
一
九
一
）

ω
縮
約
そ
の
一
。
　
「
あ
り
」
が
来
る
場
合
、
そ
の
前
の
音
節
の
母
音
が
消
滅
し
て
そ
の
子
音
と
ア
音
が
合
す
る
。
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く
あ
り
ー
↓
か
り
　
（
一
九
九
、
六
二
、
九
二
〇
）

　
　
　
　
ず
あ
り
ー
↓
ざ
り
　
（
四
〇
三
）

　
　
　
　
て
あ
り
ー
↓
た
り
　
　
（
九
二
七
）

　
　
偶
縮
約
そ
の
二
。
前
の
音
節
の
母
音
が
消
滅
す
る
と
同
時
に
後
の
音
節
の
子
音
の
消
滅
を
も
伴
う
。

　
　
　
　
ま
ち
つ
つ
あ
る
ら
む

　
　
　
　
待
乍
将
有
1
↓
あ
ら
む
　
（
二
二
三
、
人
麻
呂
）

　
二
、
訓
み
添
え
を
し
な
い
も
の

　
　
　
強
意
の
助
詞
「
し
」
の
訓
み
添
え
を
し
な
い
で
七
音
に
す
る
。

　
　
　
　
ふ
ち
に
し
あ
り
こ
そ

　
　
　
　
淵
…
右
…
乞
（
三
三
五
、
旅
人
）

　
　
　
　
お
ほ
ち
し
お
も
ほ
ゆ

　
　
　
　
大
路
所
念
（
四
一
四
二
、
家
持
）

　
三
、
訓
に
問
題
が
あ
る
も
の

　
　
　
　
不
見
思
者
（
二
一
〇
、
人
麻
呂
）

　
　
　
　
狐
爾
安
牟
佐
武
（
三
八
二
四
、
意
吉
麻
呂
）

　
一
の
ω
ω
の
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
母
音
音
節
が
消
滅
し
て
母
音
音
節
を
含
ま
な
い
七
音
句
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
問
題
は
残
ら

な
い
。
た
だ
字
余
り
結
句
例
の
数
が
減
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
句
中
に
母
音
音
節
を
含
む
結
句
は
全
部
字
余
り
に
な
る
の
だ
と
い
う
仮

説
が
証
明
さ
れ
た
時
に
は
．
脱
落
や
縮
約
を
し
て
ま
で
七
音
句
に
す
る
必
要
も
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
一
の
紛
お
よ
び
二
の
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
母
音
音
節
を
含
み
な
が
ら
七
音
句
に
訓
む
例
と
な
り
、
例
外
の
三
％
が
ふ
く
ら
み
、
先

の
仮
説
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
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一　
「
あ
る
ら
む
」

　
「
あ
ら
む
」

の
紛
の
「
将
有
」
は
「
あ
る
ら
む
」
か
「
あ
ら
む
」
か
。

し
ら
　
ず
　
か
　
あ
　
る
　
ら
　
む

不
知
香
安
類
良
武
（
七
二
〇
）

は
な
れ
て
あ
る
ら
む

波
奈
礼
昼
安
流
良
武
（
三
六
〇
一
）

こ
ひ
つ
つ
あ
る
ら
む

古
比
都
追
安
流
良
牟
（
三
六
六
九
）

み
　
え
　
ず
　
カ
　
も
　
あ
　
　
　
む

不
所
見
香
聞
安
良
武
（
七
八
）

か
へ
ば
い
か
に
あ
ら

可
倍
波
伊
香
爾
安
良
牟
（
二
八
五
イ
）

あ
は
ず
か
も
あ
ら
む

阿
波
受
可
母
安
良
牟
（
三
三
五
五
）

い
ろ
に
で
ず
あ
ら
む

伊
呂
爾
但
受
安
良
牟
（
三
三
七
六
イ
）

こ
ひ
つ
つ
や
あ
ら
む

古
非
都
追
夜
安
良
牟
（
三
四
三
三
）

そ
れ
ら
の
結
句
に
お
け
る
仮
名
書
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

仮
名
書
に
準
ず
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
ら
　
む

　
　
「
あ
る
ら
む
」
　
何
如
有
良
武
（
一
四
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
む

　
　
「
あ
ら
む
」
　
　
妹
鴨
有
牟
（
四
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も
に
　
か
も
あ
ら
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
妹
爾
鴨
在
武
（
一
四
〇
七
）

　
仮
名
書
例
の
上
半
部
の
語
を
見
る
と
、
　
「
あ
る
ら
む
」
の
場
合
は
三
例
と
も
四
音
節
で
あ
り
、
　
「
あ
ら
む
」
の
場
合
は
例
外
な
く
五
音

節
で
あ
る
。
　
「
あ
ら
む
」
に
四
音
節
の
語
が
つ
い
て
も
七
音
句
と
し
て
成
立
し
う
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
に
、
結
句
の
場
合
は
そ
の

例
が
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
す
べ
て
字
余
り
で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
「
将
有
」
結
句
の
訓
み
を
推
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
結
句
の
上

半
部
が
四
音
節
の
語
な
ら
ば
「
あ
る
ら
む
」
と
訓
み
、
五
音
節
の
場
合
は
「
あ
ら
む
」
と
訓
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
右
の
準
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仮
名
書
の
場
合
も
「
い
か
に
か
・
あ
る
ら
む
」
　
「
い
も
に
か
も
・
あ
ら
む
」
と
訓
む
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
述
ぺ
方
を
す
る
と
、
　
「
あ
る
ら
む
」
と
「
あ
ら
む
」
と
の
意
味
の
違
い
を
考
慮
に
入
れ
な
い
外
形
だ
け
か
ら
の
論
の
よ
う
に

見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
意
味
の
違
い
は
、
作
者
に
よ
っ
て
「
あ
る
ら
む
」
と
「
あ
ら
む
」
の
い
ず
れ
か
が
選
ば
れ
た
時
、
そ
の
上

に
来
る
語
を
四
音
節
に
ま
と
め
る
か
五
音
節
に
作
る
か
と
い
う
操
作
が
作
者
の
側
で
行
な
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
上
半
部
の
音

節
数
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
　
「
あ
る
ら
む
」
と
「
あ
ら
む
」
に
慣
用
的
な
固
定
化
も
見
ら
れ
る
。

待
筒
在

待
乍
将
有

待
乍
将
有

恋
管
母
将
有

恋
乍
裳
将
有

恋
乍
乎
将
有

恋
管
哉
将
在

恋
乍
也
将
有

（
五
九
四
）

（
二
二
三
）

（
一
〇
七
八
）

古
非
都
追
夜
安
良
牟

（
七
九
）

（
四
八
七
）

（
二
六
〇
一
二
）

（
二
七
〇
八
）

（
＝
＝
九
八
）

　
　
　
（
．
’
二
四
三
三
）

不
取
香
聞
将
有
　
　
（
三
八
六
）
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不
成
可
毛
将
有
　
（
一
三
六
四
）

　
　
不
相
鴨
将
有
　
　
（
二
七
三
一
）

　
「
待
ち
つ
つ
」
は
「
あ
る
ら
む
」
で
、
　
「
恋
ひ
つ
つ
」
は
「
あ
ら
む
」
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
三
の
「
不
見
思
者
」
は
沢
潟
注
釈
と
塙
本
は
「
み
え
な
く
お
も
へ
ば
」
と
八
音
字
余
り
に
訓
み
、
大
系
本
は
「
み
え
ぬ
お
も
へ
ば
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

七
音
に
訓
ん
で
い
る
。
同
一
表
記
の
例
と
し
て
は
巻
七
の
一
〇
八
三
の
結
句
に
「
不
見
念
者
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
大
系
本
も
「
み
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ

く
」
と
訓
ん
で
い
る
。
類
似
の
も
の
に
「
不
相
念
者
」
（
五
三
五
、
一
四
一
〇
）
、
「
不
合
思
者
」
（
二
六
五
二
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
三
本
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る
さ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ふ
ら
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
へ
ら
く

も
「
あ
は
な
く
」
と
訓
ん
で
い
る
。
結
句
「
思
へ
ば
」
に
は
「
縦
左
久
思
者
」
（
六
四
四
）
、
「
恋
良
苦
念
者
」
（
一
九
〇
七
）
、
「
逢
良
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
へ
ら
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ひ
ま
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ゆ
ら
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
く
ら
く

念
者
」
　
（
二
〇
七
四
）
や
、
　
「
相
楽
念
者
」
　
（
九
九
六
）
、
「
恋
幕
思
者
」
　
（
一
二
一
七
）
、
「
絶
楽
思
者
」
　
（
；
三
一
）
、
「
解
楽
念
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

（
二
五
五
八
）
な
ど
が
あ
っ
て
、
　
「
○
○
○
く
思
へ
ば
」
の
形
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
　
「
不
見
思
者
」
は
「
み
え
な
く
思

へ
ば
」
と
訓
む
の
が
正
し
い
と
思
う
。

　
「
狐
爾
安
牟
佐
武
」
は
「
狐
」
を
「
き
つ
」
と
訓
む
か
「
き
つ
ね
」
と
訓
む
か
の
問
題
で
あ
る
。
　
「
狐
」
は
古
く
か
ら
古
名
「
き
っ
」

だ
と
さ
れ
て
来
た
が
、
沢
潟
博
士
は
「
注
釈
」
に
お
い
て
、
倭
名
抄
（
七
）
に
「
音
胡
、
岐
豆
禰
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
日
本
霊
異
紀
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
ね

（
二
）
　
に
女
に
化
け
て
「
釆
て
寝
」
た
と
こ
ろ
か
ら
「
名
為
二
岐
都
禰
一
」
と
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
古
く
か
ら
「
き
つ
ね
」
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
た
。
　
「
狐
」
が
「
き
つ
」
だ
と
す
れ
ば
「
き
つ
ね
」
の
「
ね
」
は
何
か
と
い
う
疑
問
が
、
　
「
ね
」
は
接
尾
語
で
あ
る
と
い
う
答
で

は
解
か
れ
よ
う
は
ず
も
な
く
、
　
「
狐
」
は
沢
潟
注
釈
・
塙
本
に
な
ら
っ
て
「
き
つ
ね
」
と
訓
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
「
し
」
の
訓
み
添
え
の
問
題
が
残
っ
た
の
で
、
字
余
り
に
訓
ん
だ
二
二
五
例
の
う
ち
そ
の
二
例
を
除
い
て
、
二
二
三
例
の
「
訓
」

は
字
余
り
に
訓
む
の
に
無
理
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
先
に
仮
説
と
し
て
あ
げ
た
「
句
中
に
単
独
母
音
音
節
を
含
む
結
句
は
字
余
り
に
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す
る
」
と
い
う
約
束
が
、
少
く
と
も
万
葉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
で
き
て
い
た
こ
と
を
認
め
た
い
と
思
う
。
　
「
少
く
と
も
万
葉
時
代
に
入

っ
て
か
ら
」
と
付
け
加
え
た
の
は
、
記
紀
歌
謡
な
ど
の
調
査
を
全
く
怠
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
約
束
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
先
述
の
「
し
」
の
訓
み
添
え
も
こ
の
約
束
に
合
わ
せ
る
た
め
の
操
作
と
し
て
認
め
ら
れ
る
し
、
ま
た
七

音
結
句
の
七
例
の
訓
も
こ
の
約
束
に
副
っ
て
再
検
討
す
れ
ば
「
三
％
」
が
更
に
小
さ
く
な
り
そ
う
な
気
配
が
あ
る
。

　
例
え
ば
「
吾
毛
将
思
」
（
五
八
七
）
　
は
ワ
レ
モ
シ
ノ
ハ
ム
と
訓
む
説
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
再
検
討
の
余
地
の
な
い
仮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
　
い
　
　
　
　
　
　
　
う

名
書
二
例
（
八
〇
二
、
四
二
〇
七
）
の
「
安
寝
」
と
コ
憂
し
」
は
、
こ
れ
ら
の
語
を
含
ん
で
字
余
り
に
な
っ
て
い
る
例
が
な
い
の
で
、
字
余

り
に
す
べ
き
単
独
母
音
音
節
の
仲
間
か
ら
は
ず
し
て
扱
う
べ
き
語
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
や
は
り
木
下
氏
が
前
記
論
文
で
古
今
集
の
場

合
を
と
り
上
げ
、
句
中
に
「
憂
」
と
「
老
い
」
が
あ
る
場
合
は
字
余
り
に
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
老
い
」
の

場
合
は
、
そ
の
母
音
イ
が
語
中
に
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
が
、
　
「
安
寝
」
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
代
表

歌
人
二
十
四
人
の
結
句
に
は
こ
の
「
安
寝
」
以
外
に
い
わ
ゆ
る
語
中
母
音
の
例
は
見
ら
れ
な
い
．
、

　
い
さ
さ
か
性
急
だ
が
、
こ
の
三
例
を
除
外
す
れ
ば
例
外
は
四
例
と
な
り
、
三
・
○
％
は
一
・
七
五
％
に
な
る
。

　
先
の
仮
説
を
、
私
は
、
結
句
に
お
い
て
と
い
う
条
件
の
下
に
た
て
た
。
木
下
氏
の
調
査
で
も
「
結
句
に
」
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
で

は
、
単
独
の
母
音
音
節
を
中
に
含
む
句
が
結
句
以
外
の
場
合
に
は
ど
う
い
う
結
果
を
示
す
か
簡
単
に
記
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
も
ま
た
イ
ン

ス
タ
ン
ト
調
査
で
、
代
表
歌
入
二
十
四
人
の
短
歌
に
つ
い
て
、
塙
本
の
訓
み
に
よ
っ
て
句
毎
に
拾
い
上
げ
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
短
歌

総
計
一
〇
八
六
首
で
あ
る
。
拾
い
も
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
各
句
の
特
徴
を
知
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

　
次
の
表
に
よ
る
定
音
句
率
ー
句
中
に
母
音
音
節
を
含
み
な
が
ら
五
音
・
七
音
の
定
音
句
に
な
っ
て
い
る
比
率
ー
は
、
第
一
句
六
・

四
％
、
第
二
句
六
八
・
五
％
、
第
三
句
三
。
○
％
、
第
四
句
七
四
・
○
％
、
結
句
二
・
五
％
で
あ
る
。
七
音
句
で
あ
る
第
二
句
と
第
四
句

一25一



字
余
句

定
音
句

合
計

第
　
　
句

735
78

第
二
句

70152
222

第
三
句

642
66

第
四
句

44125
169

第
五
句

1965

201

と
が
大
体
7
1
3
の
割
合
で
七
音
に
多
く
訓
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
五
音
句
で
あ
る
第
一
句
と
第
三
句
と
は
定
音
の
五
音
に
訓
ま
れ

る
の
が
ご
く
ま
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
結
句
は
七
音
の
定
音
句
に
訓
ま
れ
る
こ
と
が
、
第
一
、
三
句
の
比
率
よ
り
更
に
低
い
　
（
塙
本
の
訓
み

に
よ
る
）
。

　
五
音
句
は
一
句
中
で
占
め
る
一
音
節
の
割
合
が
七
音
句
よ
り
大
き
い
（
五
音
句
中
の
一
音
節
は
五
分
の
一
を
占
め
る
と
す
れ
ば
二
〇
％
、
七
音

句
中
の
一
音
節
は
七
分
の
一
に
な
る
か
ら
一
四
・
三
％
）
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
一
音
節
が
単
独
母
音
音
節
で
あ
る
こ
と
を
、
子
音
を
一
つ

欠
い
て
い
る
状
態
だ
と
考
え
、
そ
の
欠
い
て
い
る
こ
と
の
一
句
へ
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
そ
れ
が
も
う
一

音
節
の
追
加
を
要
求
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
七
音
句
の
場
合
は
一
子
音
を
欠
い
て
も
影
響
が
比
較
的
少
な
く
、
自
己
の
う
ち
で
補

い
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
結
句
の
場
合
に
は
そ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
も
う
一
音
節
を
加
え
て
完
全
無
欠
の
句
で
結
ぼ
う
と
す
る
。

そ
れ
が
結
果
と
し
て
字
余
り
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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句
中
に
単
独
母
音
音
節
を
含
む
結
句
は
、
字
余
り
に
し
て
も
差
支
え
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
必
ず
字
余
り
に
す
る
も
の
だ
っ
た
と

言
え
る
と
思
う
。

五

　
字
余
り
結
句
を
字
余
り
で
あ
る
が
故
に
評
価
す
る
こ
と
は
本
末
顛
倒
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
結
果
と
し
て
一
首
の
結
び
と
し
て
効
果

的
で
あ
る
こ
と
は
言
え
る
が
、
作
者
の
感
慨
を
し
て
字
余
り
を
生
ま
し
め
た
と
い
う
よ
う
な
評
価
は
正
し
く
な
い
。

　
結
句
以
外
の
句
で
は
、
特
に
七
音
句
で
あ
る
第
二
、
四
句
で
は
、
句
中
に
単
独
母
音
音
節
を
含
ん
で
い
て
も
必
ず
し
も
字
余
り
に
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
場
合
に
は
、
字
余
り
に
す
る
こ
と
は
作
者
の
意
志
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
結
句
の

場
合
に
は
作
者
の
意
志
の
入
り
込
む
余
地
が
全
く
な
い
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
代
表
歌
入
二
十
四
人
の
字
余
り
結
句
二
二
九
例
中
、
句
中
に
単
独
母
音
音
節
を
含
ん
で
い
る
も
の
が
二
二
五
例
で
あ
る
こ
と
は
、
字
余

り
結
句
の
九
八
％
が
作
者
の
意
志
に
よ
ら
ず
、
い
わ
ば
外
か
ら
の
強
制
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が

句
中
に
単
独
母
音
音
節
を
含
ん
で
い
る
結
句
の
九
七
％
な
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
九
八
・
二
五
％
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
す
な
わ
ち
、
句
中
に
「
あ
り
」
「
お
も
ふ
」
「
逢
ふ
」
「
飽
く
」
「
い
ふ
」
等
の
語
を
含
み
、
そ
れ
で
一
首
を
結
ぶ
結
句
の
九
七
％
が

字
余
り
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
全
字
余
り
結
句
（
代
表
歌
人
二
十
四
人
の
）
の
九
八
％
な
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
字
余
り
結
句
が
多
い
か
少
な
い
か
は
、
結
句
に
「
あ
り
」
　
「
お
も
ふ
」
　
「
あ
ふ
」
等
の
語
を
多
く
使
う
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
句
に
含
む
母
音
で
始
ま
る
語
は
、
五
四
・
三
％
が
「
あ
り
」
　
（
三
〇
・
七
勿
）
と
「
お
も
ふ
」
　
（
二
三
・
六
％
）

で
あ
っ
て
、
あ
と
の
語
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
％
に
満
た
な
い
。
そ
の
「
あ
り
」
と
「
お
も
ふ
」
が
、
結
句
に
現
わ
れ
る
「
あ
り
」
と
「
お
も
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ふ
」
の
全
て
だ
と
言
っ
て
い
い
。

　
坂
上
郎
女
は
字
余
り
結
句
二
十
五
例
で
「
あ
り
」
9
「
お
も
ふ
」
3
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
彼
女
が
「
あ
り
」
と
「
お
も
ふ
」
を
結
句

に
用
い
た
全
て
で
あ
っ
た
。
人
麻
呂
は
字
余
り
結
句
二
十
三
例
で
「
あ
り
」
4
「
お
も
ふ
」
7
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
彼
が
結
句
に
用
い

た
全
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
字
余
り
結
句
の
数
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
憶
艮
は
「
あ
り
」
5
「
お
も
ふ
」
0
、
旅
入
は
「
あ
り
」
9
「
お

も
ふ
」
1
、
赤
入
は
「
あ
り
」
4
「
お
も
ふ
」
6
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
各
々
「
あ
り
」
　
「
お
も
ふ
」
を
結
句
に
用
い
た
全
て
で
あ
っ

た
。　
家
持
に
次
い
で
字
余
り
結
句
の
絶
対
数
の
多
い
坂
上
郎
女
と
人
麻
呂
と
を
比
べ
る
時
、
こ
の
き
わ
や
か
な
差
は
、
こ
れ
が
彼
ら
の
全
用

例
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
坂
上
郎
女
を
「
あ
り
」
系
の
歌
人
、
対
し
て
人
麻
呂
を
「
お
も
ふ
」
系
の
歌
人
と
呼
び
う
る
こ
と
を
確
信
さ

せ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
同
じ
よ
う
に
、
旅
人
・
憶
良
を
「
あ
り
」
系
の
歌
人
、
赤
人
を
「
お
も
ふ
」
系
の
歌
人
と
呼
ん
だ
こ
と
も
、
彼
ら
に
そ
う
い
う
一

面
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
（
坂
上
郎
女
・
人
麻
呂
の
場
合
も
同
じ
意
味
）
、
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一28一

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
昭
和
四
十
五
年
†
一
月
七
日
、
古
代
文
字
会
例
会
に
お
い
て
研
究
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
賀
古
明
博
士
．
森
淳
司
氏
．

　
江
野
沢
淑
子
氏
・
阿
蘇
瑞
枝
比
・
中
川
幸
広
式
・
近
膝
信
義
氏
・
高
野
五
爽
攻
・
高
稿
六
二
氏
よ
り
、
ま
た
成
桐
に
際
し
て
は
中
西
進
氏
よ
り
御
懇

　
篤
な
る
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
書
さ
加
え
、
書
さ
改
め
た
と
こ
ろ
も
少
く
な
い
。
記
し
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

　
る
。


